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行動神経研究部門 

思考言語分野 

松沢哲郎(教授)， 友永雅己(准教授)， 林美里(助

教)， 熊崎清則, 野上悦子, 佐藤義明 (教務補佐

員), 落合 (大平) 知美, 打越万喜子 (研究員), 高

島友子, 江口聖子(技術補佐員), 服部裕子 (日本

学術振興会特別研究員), 小倉匡俊, 狩野文浩, 兼

子峰明, Christopher Martin, 山梨裕美, 廣澤麻里, 

村松明穂 , 兪リラ  (大学院生 ), Christoph Dahl, 

Mariska Kret (外国人共同研究者) 

＜研究概要＞ 

A) チンパンジーの比較認知発達研究 

松沢哲郎, 友永雅己, 林美里, 足立幾磨 (国際共同先

端研究センター), 伊村知子 (比較認知発達), 服部裕

子, 濱田穣 (形態進化分野), 西村剛 (系統発生分野), 

南雲純治 (国際共同先端研究センター), 鈴木樹理, 宮

部貴子 , 前田典彦 , 渡邉朗野 , 兼子明久 , 渡邉祥平 

(以上, 人類進化モデル研究センター), 熊崎清則, 落

合 (大平) 知美, 高島友子, 酒井朋子 (京都大), 齋藤

亜矢 (京都大・野生動物研究センター) 

1 群 14 個体のチンパンジーのうち, 特に 9-10 歳に

なる子ども 3個体を対象として, 比較発達研究を総合

的におこなった. 認知機能の解析として, コンピュー

タ課題や対象操作課題など各種認知課題においてチ

ンパンジーのおとな個体や, ヒト幼児との比較検討

をおこなった. また, 定期的に脳や身体各部の計測も

おこなっている. 

 

B) チンパンジーの知覚・認知能力の比較認知科学的

研究 

松沢哲郎, 友永雅己, 足立幾磨, 伊村知子 (比較認知

発達), 服部裕子, 南雲純治(国際共同先端研究センタ

ー), 狩野文浩, 兼子峰明, 廣澤麻里, 村松明穂, 兪リ

ラ, Christoph Dahl, Mariska Kret, 高島友子, 村井

千寿子 (玉川大), 牛谷智一 (千葉大), 後藤和宏 (慶応

大), 藤本英雄, 佐野明人, 田中由浩 (以上, 名工大) 

チンパンジーとヒトを対象に, 認知・言語機能の比

較研究を継続しておこなった. 主として, 1 個体のテ

スト場面で, 数系列学習, 色と文字の対応, 視線の認

識, 顔の知覚, 注意, パターン認識, 視覚探索, カテ

ゴリー認識, 物理的事象の認識, 視聴覚統合, 情動認

知, 運動知覚などの研究をおこなった. 

 

C) チンパンジーにおけるアイトラッカーを用いた視

線計測 

友永雅己, 狩野文浩, 服部裕子, 兼子峰明, 平田聡, 

井上紗奈 (以上, 林原 GARI)  

チンパンジーとヒトを対象に, 非拘束型のアイト

ラッカーを用いて, 各種の視覚刺激提示時や課題遂

行時の視線の計測をおこなった. 

 

D) 野生チンパンジーの道具使用と文化的変異と森林

再生 

松沢哲郎, 林美里, 大橋岳, Christopher Martin, 山

越言 (京都大), 牛田一成 (京都府大), 長谷川亮 (ハイ

トカルチャ), 森村成樹, 藤澤道子 (以上, 野生動物研

究センター), 山本真也 (ボノボ研究部門), Tatyana 

Humle (ケント大), Dora Biro (オックスフォード大), 

Claudia Sousa (リスボン新大), Katelijne Koops (ケ

ンブリッジ大), Kimberley Hockings (リスボン新大), 

Susana Carvalho (ケンブリッジ大), Nicolas Granier 

(リエージュ大), Laura Martinez (梨花女子大), Aly 

Gaspard Soumah (IREB), Tamba Tagbino (DNRST) 

西アフリカ・ギニアのボッソウと, 東隣のニンバ山

とコートジボワール領内, 西隣のディエケの森, 南隣

のリベリア領内で, 野生チンパンジーの行動と生態

を調査し, 記録の解析をおこなった. また,「緑の回

廊」と呼ぶ森林再生研究を試み, 苗木を覆う東屋を設

置する活動を継続した. 

 

E) 飼育霊長類の環境エンリッチメント 

友永雅己, 松沢哲郎, 熊崎清則, 落合 (大平) 知美, 

小倉匡俊, 山梨裕美, 川上清文 (聖心女子大), 鈴木樹

理, 前田典彦, 渡邉祥平 (以上, 人類進化モデル研究

センター) 

動物福祉の立場から環境エンリッチメントに関す

る研究をおこなった. 3 次元構築物の導入や植樹の効

果の評価, 視覚刺激の呈示によるストレスの低減, 個

別飼育個体に対する動画刺激提示の効果, 認知実験

がチンパンジーの行動に及ぼす影響の評価、木の枝や

草などを使った異常行動の低減、エンリッチメント用

の遊具の導入などの研究をおこなった. 

 

F) 各種霊長類の認知発達 

友永雅己, 松沢哲郎, 伊村知子 (比較認知発達), 服部

裕子, 兼子峰明, 打越万喜子, 佐藤義明, 白井述, (新

潟大), 山口真美（中央大）, 藤田和生, 渡辺創太 (以

上, 京都大), 村井千寿子 (玉川大), 絹田俊和, 福守朗, 

山田信宏, 木村夏子, (高知県のいち動物公園), 安藤

寿康 (慶応大) 

アジルテナガザルの幼児, マカクザルの幼児, およ

び新世界ザル各種成体を対象に, 種々の認知能力と

その発達について検討をおこなった.さらに, 高知県

のいち動物公園において二卵性双生児のチンパンジ

ーの行動発達を縦断的に観察している. 

 

G) ヒトの子どもの認知発達 

林美里 

犬山市の心身障害児デイサービスセンター「こすも

す園」で, 自閉症, ダウン症, 広汎性発達障害など非

定型発達児のコミュニケーション行動の発達につい

て, 参与観察研究をおこなった. 

 

H) 動物園のチンパンジーの知性の研究 

足立幾磨, 廣澤麻里, 松沢哲郎 

名古屋市の東山動物園のチンパンジー1群 6 個体を

対象に、新設された屋外運動場での社会行動を観察記

録した. また, 「パンラボ」と名づけられたブースに

おいて, 道具使用とコンピュータ課題の 2つの側面か

ら知性の研究をおこなった. 

 

I) チンパンジー2 個体場面における社会的知性の研

究 
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服部裕子, Christopher Martin 

チンパンジー2 個体を対象とし, チンパンジーの行

動が他者に影響されるかどうかを検討した. 2 つのモ

ニターを通じて 2 個体に一連の課題をおこなわせる

と, チンパンジーは相手の行動を見て自分の行動を

調整した. これらの実験から, チンパンジーにおける

他者理解の一面が示された. 

 

J) 鯨類と大型類人猿の比較認知研究 

友永雅己, 村山美穂 (野生動物研究センター), 今野章

嗣 (東京大学), 仁平義明 (東北大学), 水野友有 (中部

学院大学), 陳香純 (関西学院大学), 斉藤豊, 上野友

香, 神田幸司, 吉井誠, 阿久根雄一郎, 日登弘, 祖一

誠(以上, 名古屋港水族館) 

名古屋港水族館との共同研究として, 鯨類の認知

研究を進めている. とくに, 鯨類における視覚認知, 

サインの理解, 視覚的個体識別, 気質の特性論的評価

とゲノム的基盤などを大型類人猿との比較研究とし

て進めている. 

 

K) 大型類人猿の比較認知研究 

松沢哲郎, 友永雅己, 林美里, 山梨裕美, 廣澤麻里, 

熊崎清則, 幸島司郎, 久世濃子, 金森朝子 (以上, 野

生動物研究センター), 山崎彩夏 (東京農工大), Sinun 

Weide (ヤヤサンサバ財団), Hamid Ahmad Abdul (マ

レーシア・サバ大), Dharmalingam Sabapathy (オラ

ンウータン島財団), Daniel Baskaran (プラウバンデ

ィング財団), Mashhor Mansor (マレーシア科学大学) 

マレーシアのサバ州で野生オランウータンの生態

と行動の調査をおこなった. また, マレー半島の飼育

オランウータンの環境エンリッチメントと, オラン

ウータンを野生復帰させる試みをおこなっている. 
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02 日, 北海道伊達市)． 

72) 櫻庭陽子, 市野悦子, 木村元大, 島田かなえ, 鈴

木健太, 廣澤麻里, 近藤裕治, 山本光陽, 足立幾

磨, 松村秀一 (2010) 東山動物園のチンパンジー

における飼育環境（物理的・社会的）の変化が行

動にもたらす影響－メスの事例. 第 13 回 SAGA

シンポジウム (2010/11, 横浜)． 

73) 佐藤義明, 打越万喜子, 藤森唯, 林美里 (2010) 

フサオマキザルはどのような物体を好むのか . 

第 13回 SAGAシンポジウム (2010/11/13, 麻布大

学, 相模原市)． 

74) 島田かなえ, 市野悦子, 藤森唯, 櫻庭陽子, 廣澤

麻里, 野上悦子, 森村成樹, 藤澤道子 (2010) チ

ンパンジー・サンクチュアリ・宇土での研修報告. 

第 13 回 SAGA シンポジウム (2010/11, 横浜)． 

75) 鈴木健太, 市野悦子, 木村元大, 櫻庭陽子, 島田

かなえ, 廣澤麻里, 中山哲男, 近藤裕治, 山本光

陽, 高倉健一郎, 原真実, 足立幾磨 (2010) 東山

動物園でのチンパンジーの知性展示とその効果. 

第 13 回 SAGA シンポジウム (2010/11, 横浜)． 

76) 高井清子, 川上文人, 友永雅己, 岸本健, 南徹広, 

川上清文 (2010) クレーン行動（５）．. 日本心

理学会第 74 回大会 (2010 年 09 月 20-22 日, 大阪

大学)． 

77) 友永雅己 (2010) 「知の発達科学」の可能性を探

る ─比較認知科学の立場より─．. 日本発達心理

学会第 21 回大会シンポジウム、「『知の発達科

学』の可能性を探る」 (2010/03/26, 神戸国際会

議場)． 

78) 友永雅己, 伊村知子 (2010) チンパンジーにおけ

る他者間の視線(triadic gaze)の知覚(II)．. 日本発

達心理学会第 21回大会 (2010/03/27, 神戸国際会

議場)． 

79) 友永雅己, 伊村知子 (2010) チンパンジーによる

運動方向判断における「前進」バイアス．. 日本

動物行動学会第 29 回大会 (2010 年 11 月 19-21

日, 沖縄県那覇市)． 

80) 友永雅己, 伊村知子 (2010) チンパンジーの運動

方向判断における「前進」バイアス─何が引き起

こすのか─．. 日本基礎心理学会第 29 回大会 

(2010 年 11 月 27-28 日, 関西学院大学)． 

81) 友永雅己, 兼子峰明  (2010) さっき何を選んだ

の？チンパンジーによる視覚探索遂行時のエピ

ソード的短期記憶．. 日本動物心理学会第 70 回

大会 (2010 年 08 月 27 日, 帝京大学)． 

82) 友永雅己 , 上野友香 , 小倉仁 , 杉山麻美 , 佐藤

（二宮）真奈美, 川上丞太, 神谷知宏 (2010) 先

生はどっち？バンドウイルカ(Tursiopstruncatus)

による視覚的な人の識別．. 第 13 回 SAGA シン

ポジウム (2010 年 11 月 13-14 日, 麻布大学、よ

こはま動物園ズーラシア)． 

83) 打越万喜子 (2010) 日本国内のテナガザルの飼

育の変遷 (その 2). 第 13 回 SAGA シンポジウム 

(2010/11/13, 麻布大学, 相模原市)． 

84) 打越万喜子, 佐賀正和, 山崎由紀子, 佐藤義明, 

落合知美, 松沢哲郎 (2010) 大型類人猿情報ネッ

トワーク（GAIN）の活動紹介――英語版のトラ

イアル――. 第 13 回 SAGA シンポジウム 

(2010/11/13, 麻布大学, 相模原市)． 

85) 山梨裕美 (2010) 野生下と飼育下での行動の直

接比較がもたらすもの. 日本動物心理学会自由

集会 (2010 年 08 月 27 日, 東京)． 

86) 山梨裕美, 林美里, 松沢哲郎 (2010) 認知実験が

チンパンジーの福祉に与える影響に関する行動

学的評価. 日本動物心理学会 (2010年 08月 28日, 

東京)． 

87) 山梨裕美, 林美里, 松沢哲郎 (2010) 野生チンパ

ンジーと飼育チンパンジーの行動の直接比較～

認知実験は環境エンリッチメントとしても機能

するか？. SAGA シンポジウム (2010 年 11 月 13

日-14 日, 東京)． 

88) 山梨裕美, 林美里, 松沢哲郎 (2010) 認知実験の

飼育チンパンジーの福祉におよぼす影響に関す

る行動学的評価. 日本応用動物行動学会 2010 年

度春季研究発表会 (2010/03/30, 明治大学，東京)． 

89) Chin H, Tomonaga M, Nakajima S, Uwano Y, 

Yoshii M (2011) "Knowing self, knowing others". 

International Workshop for Young Researchers 

(2011/01/29-30, Kyoto University). 
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90) 陳香純, 中島定彦, 友永雅己 (2011) 鯨類におけ

る自己鏡映像認知について. 日本動物心理学会

第 154 回例会 (2011 年 03 月 16 日, 京都)． 

91) 林美里, 竹下秀子 (2011) ヒト幼児と大型類人猿

の積木の操作にみる物理的な特性の理解. 日本

発達心理学会第 22 回大会 (2011/03/26, 東京)． 

92) 兼子峰明, 友永雅己 (2011) チンパンジーとヒト

における自己の随意運動の知覚：視覚-運動随伴

性の変化に対する視線行動と上肢運動の調節 . 

日本動物心理学会第 154 回例会 (2011 年 03 月 16

日, 京都)． 

93) 友永雅己, 兼子峰明  (2011) さっき何を選んだ

の？チンパンジーは直前の自分の行動を記憶し

ているか．. 日本発達心理学会第 22 回大会 (2011

年 03 月 25-27 日, 東京学芸大学)． 

94) 友永雅己, 上野友香, 杉山麻美, 小倉仁, 陳香純 

(2011) イルカから見た世界：バンドウイルカ

(Tursiopstruncatus)のサイン理解における自己中

心座標系の役割に関する予備的検討．. 2010 年度

勇魚会シンポジウム (2011 年 02月 11日, 東京大

学駒場キャンパス)． 

95) 植田想, ユリラ , 栗原洋介, 谷口貴昭, 濱口優, 

山本英実, 友永雅己 (2011) AS-HOPE ボルネオ

オランウータン観察実習報告.ず～どすえ.動物園

大学 in 京都. 動物園大学 (2011 年 03 月 21 日, 

京都会館・京都市動物園)． 

講演 

1) Matsuzawa T (2010/03) Chimpanzee mind: the 

evolutionary basis of human mind. I-Brain 

symposium in Ghent University Ghent, Germany. 

2) Matsuzawa T (2010/03) Chimpanzee mind: the 

evolutionary basis of human mind. I-Brain 

symposium in Ghent University Ghent, Germany. 

3) Matsuzawa T (2010/04/28) Chimpanzee mind and 

human mind. Seoul Zoo. 

4) Matsuzawa T (2010/04/29) What is uniquely 

human?: A view from the study of chimpanzees. 

Ewha Women's University. 

5) Matsuzawa T (2010/05/18) Chimpanzee mind and 

human mind: a combining effort of fieldwork and 

laboratory work. University College London UK. 

6) Matsuzawa T (2010/05/21) Cognitive development 

in chimpanzees. 15th Biennial Scientific Meeting of 

the International Society for Comparative 

Psychology Awaji. 

7) Matsuzawa T (2010/07/15) Social cognition in 

primates. Cold Spring Harbor Laboratory USA. 

8) Matsuzawa T (2010/07/21) Comparative cognitive 

development. ISSBD 21st biennial international 

congress Lusaka, Zambia. 

9) Matsuzawa T (2011/02/17) What is uniquely human? 

An answer from the study of chimpanzees. 

University of Science Malaysia. 

10) Tomonaga M (2010/03/08) Chimpanzee mind: the 

evolutionary basis of human mind. Global COE 

International Symposium “Evolution, Development 

and Education of Logic and Sensibility”, “Evolution, 

Logic and Sensibility of Education” Tokyo． 

11) Tomonaga M (2010/03/08) Social-cognitive bases 

for (non-) active teaching in chimpanzees. Global 

COE International Symposium“Evolution, 

Development and Education of Logic and 

Sensibility”,”Evolution, Logic and Sensibility of 

Education” Tokyo． 

12) Tomonaga M (2010/05/19-21) Perception of social 

stimuli in chimpanzees: From body, face, to gaze. 

Symposium “Social cognition in nonhumans” 15th 

Biennial Scientific Meeting of the International 

Society for Comparative Psychology Awaji, Hyogo 

Abstract: Program and Abstracts, p.43． 

13) Tomonaga M (2010/09/11-12) Perception of social 

stimuli in chimpanzees. The 4th International 

Symposium of the Biodiversity & Evolution Global 

COE Project, “Evolution of Sensor, Communication, 

and Society” Kyoto Abstract, Program & Abstract, 

p.16． 

14) Tomonaga, M (2010 年 5 月 19-21 日) Perception of 

social stimuli in chimpanzees: From body, face, to 

gaze. International Society for Comparative 

Psychology Awaji, Hyogo, Japan “Social cognition 

in nonhumans”． 

15) Tomonaga, M (2010年 9月 11-12日) Biodiversity & 

Evolution Global COE Project Evolution of Sensor, 

Communication, and Society Kyoto Perception of 

social stimuli in chimpanzees. 

16) 足立幾磨 (2010/03/26) 動物の「こころ」を探ろ

う. 産経新聞  小学生を対象に、比較認知科学と

いう学問をとおして見えてくる動物の「こころ」

の世界の紹介とそれによって見えてくるヒトの

特性についての講演． 

17) 林美里 (2010/06/26) チンパンジーとヒトの子育

て考. 東濃地区障がい児指導方法研究会 多治見

市なかよし療育センター． 

18) 林美里 (2010/07/31) チンパンジーとヒト幼児の

積木操作の発達比較から. ヴィゴツキー学研究

集会 園田学園女子大学 「現代の進化学とヴィゴ

ツキー理論」． 

19) 林美里 (2010/11/6) チンパンジーとヒトの比較

認知発達研究． 総合的な学習 福岡大学附属大濠

高等学校． 

20) 林美里 (2010/12/02) チンパンジーとヒトの発達． 

1・2・3 歳児を持つ親の勉強部屋 犬山市丸山地

区学習等供用施設． 

21) 林美里  (2011/03/15) チンパンジーの発達研究 

働く人の話を聞く会 犬山市立城東中学校． 

22) 松沢哲郎 (2010) 人間とは何か―チンパンジー

研究から見えてきたこと―. （財）生存科学研究

所． 

23) 松沢哲郎 (2010/11/23) 人間とは何か―チンパン

ジー研究から見えてきたこと―. 福井大学医学

部設置 30 周年記念事業特別講演 福井市． 

24) 松沢哲郎 (2010/11/27) チンパンジーから見た世

界. 豊橋ものづくり振興会・豊橋技術科学大学 

豊橋市． 

25) 松沢哲郎 (2010/12/04) 人間とは何か―チンパン

ジー研究から見えてきたこと―. 第3回応用脳科

学シンポジウム 東京． 

26) 松沢哲郎 (2010/01/26) こころの進化－人間とチ

ンパンジーの比較から―． 第 6 回慶應義塾先端
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科学技術シンポジウム「こころを生み出す神経基

盤の解明」 東京都． 

27) 松沢哲郎 (2010/05/02) 新しい霊長類学―人間の

心とチンパンジーの心. 京都大学医学部校友会 

京都市． 

28) 松沢哲郎 (2010/05/14) チンパンジーの親子と教

育. 日本実験動物学会総会 京都市． 

29) 松沢哲郎 (2010/06/06) 心の進化と自然学. 総合

人間学会第 5 回研究大会 京都市． 

30) 松沢哲郎 (2010/06/26) チンパンジーの親子と教

育. 日本教育会第 36 回総会 名古屋市． 

31) 松沢哲郎 (2010/06/27) 人間とは何か－チンパン

ジー研究から見えてきたもの－. 社団法人乙訓

医師会文化講演会 京都市． 

32) 松沢哲郎 (2010/08/03) 人間とは何か－チンパン

ジー研究からみえてきたもの－. 数学教育協議

会第 58 回全国研究会 大津市． 

33) 松沢哲郎 (2010/09/23) 人間とは何か－チンパン

ジー研究から見えてきたもの－. 第 28 回日本ロ

ボット学会学術講演会 名古屋市． 

34) 松沢哲郎 (2010/11/18) 人間とは何か―チンパン

ジー研究から見えてきたこと―. 西大和学園中

学校・高等学校創立 25 周年記念 SSH 特別講演会 

奈良県河合町． 

35) 松沢哲郎 (2010/12/05) 人間とは何か―チンパン

ジー研究から見えてきたこと―. 日本行動療法

学会第 36 回大会 名古屋市． 

36) 松沢哲郎 (2010) 人間とは何か―チンパンジー

研究から見えてきたこと―. 岐阜県私学団体連

合会． 

37) 松沢哲郎 (2010/06/24) 人間とは何か－チンパン

ジー研究から見えてきたもの－. 第 18 回日本乳

癌学会学術総会 札幌市． 

38) 松沢哲郎 (2011/01/29) 人間とは何か―チンパン

ジー研究から見えてきたこと―. 独立行政法人

国立病院機構仙台医療センター 仙台市． 

39) 友永雅己 (2010/01/31) チンパンジーの心を探る． 

サイエンスカフェ・コミュニケーション 名古屋． 

40) 友永雅己 (2010/07/28) チンパンジーからみたこ

ころの進化と発達． 下伊那教育会平成 22 年度夏

季研修講座 長野県飯田市鼎文化センター． 

41) 友永雅己 (2010/10/08) チンパンジーからみたこ

ころの進化と発達． 平成 22 年度愛知県理科教育

研究会高等学校部会理科巡検、講演 京都大学霊

長類研究所． 

42) 友永雅己 (2010/11/23) チンパンジーからヒトを

見る,「学術と大学に求められるもの～新たな知

の創造と持続的発展に向けて～」. 平成 22 年度

日本学術会議九州・沖縄地区会議 学術講演会 熊

本． 

43) Matsuzawa T (2011/02/17) What is uniquely human? 

An answer from the study of chimpanzees. 

University of Science Malaysia. 

44) 友永雅己 (2011/03/13) チンパンジーにおける視

覚認知：比較認知科学的パースペクティブ． 第

9 回注意と認知研究会合宿研究会 ホテルサンル

ートプラザ名古屋 Technical Report on Attention 

and Cognition (2011) No.24． 

45) 山梨裕美 (2011/02/21) 野生下と飼育下での行動

比較. 東山動物園ミニワークショップ 東山動物

園． 

 

認知学習分野 

正高信男(教授), 松井智子 (准教授, 12 月 1日付東

京学芸大学に転出) , 香田啓貴 (助教) 早川祥子, 

村井勅裕 (g-COE 研究員) Helene Bouchet (日本学

術振興会海外特別研究員 (欧米短期)), 平石博敏, 

三浦優生 (大学院生 6 月 1 日付金沢大学子どもの

こころの発達研究センターに転出), 福島美和, 澤

田玲子, 伊藤祐康, 小川詩乃, 清長豊, 磯村朋子, 

佐藤杏奈 8 大学院生) 加藤朱美, 石田恵子, 新谷

さとみ (事務補佐員) 柴崎全弘, 道見里美 (技術

補助員) 

＜研究概要＞ 

A) e ラーニングを核とする多様な学習困難に対応し

た地域単位の学習支援ネットワークの構築 

正高信男, 久保(川合) 南海子（愛知淑徳大学コミュニ

ケーション学部）, 福島美和, 小川詩乃 

発達障害のある子どもの支援を, コンピュータと

インターネットを活用して行った. 

 

B) ヒトとニホンザルにおける認知機能の加齢変化に

ついての実験的比較研究 

正高信男, 吉川左紀子（京都大学こころの未来研究セ

ンター）, 川合伸幸(名古屋大学), 久保(川合)南海子

（愛知淑徳大学） 

認知機能の加齢にともなう変化を人間とニホンザ

ルで比較をおこなった. 

 

C) 自閉症児の向社会的動機と誤信念理解の関係の検

証 

松井智子, 三浦優生（金沢大学）, 東條吉邦（茨城大

学） 

定型発達児童の向社会行動の発達について, 近年

研究が増えつつある一方で, 未だ研究が皆無に近い

自閉症児の向社会的動機に関する調査を行った. 

 

D) ヒト幼児における社会的役割知識の獲得過程の検

証 

松井智子, 菅さやか (東洋大学), 唐沢穣 (名古屋大

学) 

 幼児の社会的役割に関する知識の獲得過程を明ら

かにするため, 既存の役割知識 (スキーマ,ステレオ

タイプ) に一致するイラストと, 一致しないイラス

トを見ながら会話をしてもらい, 親子の会話から, 

幼児が社会的役割知識を獲得している可能性がある

かどうかを検証した. 

 

E) 幼児の役割語理解に関する研究 

松井智子, 菅さやか（東洋大学）, 金水敏（大阪大学） 

 特定の人物像 (キャラクタ) に対して心理的に結び

ついた話し方を「役割語」という. 幼児が年齢に応じ


